人 は、 女 も 男 も、 自分た ちの 心の なかに 一 つの 声 をき 

くと 思う。 みなさまの 責任 は？ みなさまの 責任 

は 0, と。 

第一次世界大戦の あとから、 世界の すべての 国々 に 

離婚が ふえた。 結婚と いう ものに 対する それまでの 

国々 での 考え かた、 しきたりが、 戦争の 破壊力に よつ 

て 大変 動 を 与えられ たために。 この 原因 は 主として 戦 

争に よって 女子 人口が 増加した ことと、 それまで 生活 

の 安定 を もっていた 中産階級の 経済 基礎が くずれ、 勤 

労す る 男女が 多くな つ たこと にあ つた。 ジェ ー ン - 



に、 離婚した 婦人の 経済的 援助 も 含めて いる。 この こ 

と は、 しかし、 本当に 婦人に とって 「個人の 尊厳」 を 

守れる 社会的 経済的 土台が ある こと を 意味して いる だ 

) ) ^ o 

ろう 力 

婦人に 離婚の 自由が 認められた、 という こと は、 特 

にこれ まで 隠忍 をつ づけて いる、 日本の 女性に とって 

は、 何 か復謦 的な 快感で あるか もしれ ない。 妻に 向つ 

て 「出て ゆけ」 という 言葉 は、 これまで のように、 出 

て ゆけば 明日から 路頭に 迷わなければ ならない ものに 

向って 云われる、 おどかしの 言葉で はなくな つた。 出 

て ゆけ、 という 一言に は、 出て ゆかせる ものの 責任が 



そもそも、 結婚に こういう 現実の くいちがいが ある。 

この こと は、 離婚が、 婦人に とって 簡単に 「人間の 尊 

厳」 を 守る ことになら ないきよ うの 現実 を、 私たちの 

前に 切開して 示して いる。 「人間的な 尊厳」 に 立って 

自由に 離婚した としても、 それから さきの 生活 をち や 

んと 自由に 建設して ゆく 社会 条件が 婦人に ひらかれて 

いない 場合、 どういう ことになるだろう。 

工場に 働く 婦人に とって、 また 学校の 先生に さえ も 

停年 というものがある。 婦人が その 仕事に 熟達し、 女 

としての 経験 も ゆたかに なり、 成人し かかる 子供た ち 

の 教育費に 多くの 費用が いる 時期、 妻. 主婦. 母と し 
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